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　図8安政江戸地震（1855Xユ1，安政2×2，M＝6．9）の起きた日の死者が記録
　　　　された過去帳を持つ寺院の分布．記号の意味は図3に同じ．①は江戸滞在中に死
　　　　亡したことを注記するもの．
Fig・8SameasFig．3butfortheAnsei－EdoEarthquake（1855㎜11，M二6，9）．
　　　　①．showspersonswhowerekilledatEdo（Tokyoatpresent）．
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神奈川県寺院過去帳アンケート調査結果でみた歴史地震被害一都司
旧潮田村で1ユ才の少女が梁の下敷となって死んだという記記事があり，またp1785にのせ
られた「浜浅葉日記」には現在の三浦市上宮田の京浜急行三浦海岸の駅前にある海防陣屋で
6人の圧死者を生じたという記事が見える．っまりこの地震では，神奈川県側にも密度は小
さいながら死者があちこちに生じた可能性があるのである．
　なお，古文書の知識から神奈川県の西部には人の死傷を伴うような場所はまずなかったと
見られる．
　以上のようなこの地震に関する予備知識を頭に入れて．アンケート調査の結果を見てみる
（図8）．総データ数は219，うち2ユケ寺に合計42人の死者が記録されている．図の中で白
丸に縦線を入れたのは，各地域の出身の者が江戸で死んだことが明言己されているものである．
県の中央部と西部にあらわれている死者も，まずこれらの寺院の近くで死んだものとは考え
られず，ほとんどは，江戸に奉公等ででた者，あるいは用事で江戸に滞在中に遭難したもの
と判断される．川崎・横浜の両市域では県の中部．西部よりもやや高い密度で死者を生じて
おり，江戸で死んだ者も，現地で死んだものも混じっていることが示唆される．残念ながら，
両者を明白に区別することができない．
　三浦市南下浦町上宮田の来福寺の過去帳に記された5人の死者は，上述の海防陣屋で生じ
た圧死者であることが，過去帳自体に明記されている．
7．むすぴ
　今回の調査で得た7枚の死者分布図は，量的に歴史地震の全体像をとらえるのに有用であ
ろう．これらの図によって，年代の異なる地震相互の被害程度の量的な比較検討の材料とす
ることも可能であろう．このような点は，古文書わらの研究では，やや困難であった．ことに，
ここに掲げた元禄地震の図は，この地震に関する多くの文献をこの図を座標としてそのうえ
にプロットする，という「うらうち」の役目を果しうるであろう．これらの図が一件の古文
書にも頼らずに，古文書からまったく独立して画がかれたところに，そのねうちが認めるこ
とができるであろう．
　この研究を進めるにあたり，神奈川県の400を越える寺院の住職の協カを得た．その大き
なご支援に深く感謝の意を表したい．
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